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1．婚礼
1-1．“訂婚，，
「男性も女性も適齢になれば結婚すべきである」という諺がある。結婚は人生の一大事で
あり、家族の維持と子孫繁栄に関わり、軽んじることはできない。以前はいわゆる「両親の
命令、媒酌人の口添え」には必ず従わなければならなかった。媒酌人は男方、または女方の
依頼で相手に結婚の申し込みをした。以前は“提媒,,、現在は“提親”と呼ばれる。
婚約前、男女双方は生年月日時間を干支で記した書付け、“庚帖，，を交換し、運命（"生辰
八字,，）の相性が合うかどうかを占う。これを“合年命,，と言う。相性が合わない者同士は
“犯克，，（衝突が起こる）と思われⅥ結婚できないとされる。
婚約の際には互いに“啓束，,、または“換帖,，と呼ばれる書付を交換する。即ち、婚姻関
係の確定を表すもので、結婚の“吉日”も明記される。男方が送る“啓束”には一般に誠意
を表す｢敬求金諾」（ご承諾を賜るよう、よろしくお願いいたします）という文字が書かれ、
女方から返される“啓束,，には一般に承諾を表す「謹遵台命」（謹んで命に従います）と書
かれている。
現在、大多数の結婚は自由恋愛による。“紹介人，,（媒酌人）を仲立ちとする場合や、家を
訪れ結婚の申し込みをする場合も少なくないが､上記のような風習はあまり見られなくなっ
てきた。
1-2．“揮吉，,
婚礼には“黄道吉日，,（大安吉日）と呼ばれる吉日を選ばなければならない。これを“揮
吉,，といい、徐州では“看日子”という。旧習では、一般に男方が月の上旬と下旬の吉日を
選んで提示し、女方がその中から選ぶ。ところによっては吉日の選択に干支が重視される。
しかし、現在では男女双方とそれぞれの家族が相談した上で決め、偶数の日であればよいと
される｡以前は旧暦の偶数の月､偶数の日が選ばれたが､現在は新暦も受け入れられている。
２日、４日、６日、１０日などが選ばれるが、中でも６日が選ばれることが多い。これは“六',
が語呂合わせで順調であることを表す“六六大順，,に通じるためである。農村地域では農繁
期が避けられ、都市部では休日が選ばれる。
婚期が近づくと、親族友人に通知して招く。これを‘`叫客，，という。都市部では“請束”
といわれる招待状を用いるが、農村地域では口頭で伝えられる。近親者は早めに集まり、に
ぎやかに雰囲気を盛り上げたり、婚礼の手伝いをする。
1-3．“鋪新床”
“鋪新床,，を行なうことは「新しいベッドを作り、嫁を迎え、家族はみんな大喜び」とい
われる。以前は２人、または４人の“全乎人，,という女'性（両親、配偶者、子どもがすべて
健在な人）によって行われた。ベッドの準備が整うと、ハスの実、落花生、棗、竜眼などを
ベッドにぱら撒く。これらの果実は語呂合わせで、子孫繁栄を意味するものである。
6５
婚礼の前夜、両親がともに健在な未成年の男の子を招き、ベッドで転がり遊んでもらう。
これを“壌新床,,という。結婚当日はこの子どもが“圧輸郎,，（新婦を迎えに行く際、輪の
中に坐って行く男の子）になる。
1-4．“嫁肱,，
“嫁)汝，,、以前は“肱蘆”といい、嫁入り道具を指す。徐州の嫁入り道具はその規模によ
って１０数種類にも分かれる。“整枝子"、‘`半枝子,,、“巧十三"、“大八件"、“中八件,，、“小人
件，,、“六件,，、“四件"、“灯盆雨種"、“軟包樅,，などである。
“整枝子"、“半枝子，,と言われる富家の“嫁肱,，には土地、召使い、馬車、衣服、箪笥、
机や椅子、骨董品などが含まれる。土地の面積はテーブルに置かれた“士基，,（レンガの形
をしたもの）で表し、“士基”１つが６６平方キロメートルを表した'・偶数の場合は“整枝
子,,、奇数の場合は“半枝子”と呼ばれる。
“六件”は箪笥、八仙巣、ベンチ、化粧台、肘掛け椅子、椅子を指す。椅子はいずれも偶
数脚。‘`小人件,，には箪笥、小型の箪笥、小型の八仙巣、“馬机干,，（折りたたみ式の背もた
れのない小さな腰掛)、木箱、茶卓、椅子、机等が含まれる。大型の家具が八点を超えると
“巧十三，,と呼ばれ、民間では最高級とされる。
家具や道具は時代や地域によって異なり、地域の特色がある。たとえば"疾孟'，(おまる)、
刺繍道具、洗面器、蝋燭台などである。王|I州市農村では“尿罐子，，（おまる)、‘`針筐子”（裁
縫箱)、“洗股盆,，（洗面器）等は貧富にかかわらず欠かすことはできない。東南一帯ではま
た“馬桶,，（おまる）を持って行く。黄色の布で包み、専任された人が背負って“嫁壯,，を
運ぶ列の前を行く。中には赤い箸を入れる。これは“百子桶，，といい、「快生貴子」（早く良
い子が生まれる）ということを象徴している。
現在は``嫁)汝,，として準備される物は変化している。１９６０，７０年代には“三縛一ﾛ向,,と
いい、腕時計、自転車、ミシン、ラジオが求められた。８０年代にはカラーテレビ、冷蔵庫、
洗濯機、９０年代には電話、エアコン、ビデオカメラが加わった。さらに直接現金が求めら
れるようになり、自分が欲しいものを買うようになった。
婚期のｌ～３日前までに、女方の人が嫁入り道具を男方まで届ける。これを“過嫁壯,，と
いい、通常午前中に行われる。“嫁)汝，，の箱の上には「喜」の字や鴛喬、蝶々など縁起のい
い模様の赤い切り紙をおく。車で移動する場合でも、人力で担ぐ場合でも、嫁入り道具は公
開し、皆に見せなければならない。付き添いの中の１人“新干娘,,が儀式を取り仕切る。こ
の女性は“全乎人,’でなければならない。男方に到着する前に、爆竹を鳴らして知らせる
と、男方の人が出迎え、接待する。“新干娘”は姑に嫁入り道具の配置について指示し、そ
の後、鍵を姑に渡す。新郎の兄弟が道具を調べる。これを“不翻不發，,という。
1-5．“迎婆，，
旧時､婚礼の前日に、男方は花輪を用意した。縞には３つの形式がある。最上のものは“八
人輔,,（"官繍”ともいう）といい、８人が担ぐ。次いで４人が担ぐ“四人輪，'がある。鰭の
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周りは色とりどりに飾られ、上には“騏麟送子”が、まわりには戯曲の人物が飾られる。“二
人輪”は“小輔，，と言われる。この他、男方は執事、楽隊を雇う。
男方では新婦を迎えに行く前夜、赤い紙を長く丸めて、火をつけ、橋の周りを３周回る。
これを“照輔”といい、この時、「華やかな輪を４人で担ぐ。音楽が町に響き渡る。輪の中
には仙女が座り、才人が迎えに来る」と言う。
婚礼前日、新婦は“餓嫁,，を始める。婚礼の日は繁雑な儀式のため、新婦は自由に行動す
ることが難しくなるためである。新婦は婚礼の２日前から食事を減らし、卵や栗などで済ま
せ、前日は食事を取らないようにする。この風習は農村地域でまだ少し残っているが、都市
部では見られなくなった。
婚礼当日の朝、男方の輪が新婦を迎えに行く。これを“發輔”という。新郎は“披紅,，と
いう赤い帯をたすきがけにして女の家に向かう。この時､輪は空ではなく、“唾繍,'といい、
中に雄鶏を抱いた男の子を座らせる。帰りは女方が用意した雌鶏も一緒に持ち帰る。この２
羽の鶏は“長命鶏,,と呼ばれ、新郎新婦にとって“吉人”とされ、老いるまで殺してはなら
ない。
新婦には往路を後戻りさせてはならないということから､復路は同じ道を通ってはならな
い。現在都市部では、大多数は車を使って新婦を迎えに行くが、農村地域ではまだ輪を使う
場合がある。
婚礼当日、新婦は化粧をし、“全平人”が２本の赤い糸を使って新婦の顔の産毛を抜く。
俗称“絞瞼,,という。その後、２つの赤い卵を新婦の顔の上で転がす。その時、「赤い卵が
顔全体に転がる｡今年は喜びの酒を飲みながら歌い､来年の出産の喜びを期待する」と歌う。
男方からの輪が近づくと、女方では爆竹を鳴らして歓迎の意を表す｡新婦は輪で運ばれて
きた“上轆紅”と呼ばれる衣服を着て、“蒙面紅，，をかぶり、“突嫁”を始める。“突嫁”の
時に流した涙は真珠とされ、実家へ撒く「金の豆」であるとされる。“突嫁”は新婦の両親
の恩に対する感謝と家族への名残を惜しむ気持ち、また将来に対する不安な気持ちを表す。
新婦が輪に乗る儀式もそれぞれの地域によって異なる。東南郷では新婦の兄弟、またはお
じ（父の弟、母の兄弟）が背負って輪に乗せる。西北郷では新婦が兄弟の靴を履いて輪に乗
る。都市部では２人の“陪嫁蝿嫉，,（新婦の介添人）にたすけられて輪に乗る。現在は未婚
の“伴娘,,（新婦の介添人）が付き添う。
新婦は輪に乗る前、先祖に別れの挨拶をし、両親に感謝の意を表す。その後、３回繰り返
される催促の音楽の中、“紅蓋頭”をかぶり輪に乗る。“全福太太，，（舅、姑、夫、子供がみ
な健在な人）が赤い糸で輪の戸に封をする。新婦の両親が命じ、輪が出発する。“發嫁，，と
いう。
正午頃、橋が男方に到着する際、爆竹を３回鳴らして知らせ、男方も爆竹を鳴らして迎え
に来る。入り口で、新郎の２人の兄嫁が松明を持って輪を一周する。これは“煉輪”と呼ば
れる。その間、「義理の姉妹が“僚矯,,するのは神さまがご存知です。松明で邪気祓いをし
ます｡」と歌う。こうすることによって、途中の道でついてきた邪気をはらう（また、新婦
が輪を下りてから火鉢を跨ぐ習俗もある)。
“煉轤，’の後、1組から８組の女の子が輪の戸越しに、新婦の化粧を直す。“添壯”とい
い、途中の挨を取り除くことを意味する。この時は《硫赦台》、《百鳥朝鳳》などの曲が演奏
される。その後、新郎の兄嫁、或いは叔母（父の弟の妻）が新郎を輪の前まで案内する。新
郎は３回お辞儀をし、新婦に輪を下りるように請う。礼が終わると“全福太太,'が輪の戸を
６７
開け、新郎の姉妹が輪を下りる新婦をたすける。
この時、新郎の家の門は閉まっている。新婦は門をたたき「お母さん、開けてください」
と言う。これを“改口，，という。姑は門の内側から「うちに来ておとなしくするの？」など
と尋ねる。新婦がそれに答え、姑が満足すると門が開けられる。“開喜門,，という。現在で
は、この時、少なくない額の“改口費,，という祝儀が請求される。門を入ると、出迎え役の
夫婦が休憩の部屋まで新婦に付き添い、案内する。
あらかじめ決められた“吉時”がくると音楽が奏でられ、“拝堂成親”が行なわれる。新
郎新婦は赤い衣装を身にまとい、花を付け、赤いリボンを一緒に持ち、介添人に支えられて
“堂屋,，に入る。音楽がやむと、司会者が新郎新婦の登場を告げ、新郎新婦が位置に付く。
この時、新婦は左、新郎は右に立つ。徐州の風習では、女性が上座に位置することができる
のは生涯でこの時、－回のみである。司会者は「－拝天地、二拝高堂，夫妻対拝」（天地、
両親に拝礼、夫婦は互いに拝礼）と言い、新郎新婦は“大禮”を行なう。
続いて司会者が「送入洞房」（新夫婦の部屋に送る）と言う。新郎新婦は赤いリボンを引
っ張り合いながら、新郎が導いて新夫婦の部屋に入る。部屋に入ると新郎新婦は並んでベッ
ドに座る。“全平人”は栗、落花生、棗、フスマなどをベッドにばら撒きながら、子孫繁栄
と幸せを意味する言葉をつぶやく。
“交杯酒,,を飲んだ後、新婦は赤いワンピースに着替える。義理の姉妹が姑に代わって、
新婦の“開瞼，，をしたり、眉を整えたり、化粧をしたりする。
1-6．“嗣洞房，，
披露宴が終わった後、親族や友人は新婚夫婦の部屋に押しかけ、“闇洞房,,をする。古く
から「にぎやかに騒がないと家は栄えず、賑やかであればあるほど栄える」という言い伝え
がある。徐州では「新婚の三日間は上下関係を問わない」という説があり、この間、老若男
女は新婚夫婦の部屋に集まり、飴を舐める、りんごをかじる、タバコに火をつける、新婦の
靴を脱がせるなど様々な方法で、二人をからかってにぎやかに騒ぐ。
婚礼から３日の間は、新婚の部屋の明かりは消してはならない。この明かりを“長命灯”
という。赤い蝋燭の場合は“花燭,,という。
婚礼の翌々日、新郎は新婦を連れて、目上の親族に挨拶にいく。これを“分大小”という。
現在、“分大小”は“舜堂，,の後に行われるようになっている。拝礼を受ける目上の人は祝
儀を出す。この祝儀を“礒頭銭，’という。礼が終わると、客を招待して宴会を催す。
1-7．“回門，，
新婚３日後、夫婦はそろって新婦の家に行く。“三天回門”と呼ばれる。この時、２つの
大きな桃（"寿桃，，という）と２斤の餅を手土産として持っていく。新婦の両親にそれらを
渡し、長寿と幸福を祈る。両親は婿の初訪問を重視して必ず上座でもてなし、人望と名声の
ある人を招き、一緒に食事をする。近所の人も集まり、その賑やかな雰囲気は“閑洞房，,と
同様である。
新婦が実家に泊まることについてはいくつかのやり方がある。“叫二還三”という方法で
は、婚礼の翌日に実家に戻り、その翌日にすぐ男方に戻る。‘`叫六住九，，という方法では、
婚礼６日目に“回門”し、女方に９日間泊まってから男方に帰る。現在は夫婦が相談して泊
まる日にちを決めるのが一般的となっている。
６８
新婦が男方に帰ってくる時も手土産は欠かせない。「靴」は語呂合わせで夫婦の円満を意
味する。以前は裁縫の腕前を見せるため、新婦が自ら作っていた。現在では新婦の母が男方
の家族の人数分を購入する。「白菜」も語呂合わせで二人の髪が白くなるまでの幸せを願う
ものである。
“回門,,が終了し、新婦が男方に戻ると婚礼は完了し、日常生活が始まる。
2．喪葬
徐州地域では老人が亡くなった時、尊敬の意を表すために、‘`死，，と言わず、``老了"、“走
了，，、“成仙,，、“仙逝"，“過世"、“出老磧，，などの言い方をする。
2-1．“賊路”
“賊路,，、或は“城魂,,とも呼ばれる。長男が高いところに上り、南西方向に向かって「父
（母)、道に沿って南西に向かってください」と大声で３回叫ぶ。これは亡くなった人の魂
があの世に行けるようにするためである。また、近所の人に老人が亡くなったことを知らせ
ることにもなる。この時、遺族は死者の枕元で“倒頭紙”を燃やす。知らせを聞いた近所の
人も集まってきて“倒頭紙，,を燃やす。死者があの世に行くための旅費となり、死者が神に
なるよう祈るものである。
“賊路,,を行なった後、叔父、または長男が以下のような葬儀の段取りをする。
l）死者に“壽衣,，を着せる。２）“哀仗”を造るために２人の人を林に行かせる。３）“牢盆"、
油灯､“倒頭鍵,，、白い紙を買いに行かせる。これらは値切らず､そのままの値段で購入する。
4）死者の部屋の中からベッドを除いたすべての家具を運び出す。頭をドアの方に向けて遺
体をベッドに安置する。５）長方形の紙をドアに貼る。６）“孝衣，，（喪服）を作る。７）“報喪”
を行なう。
2-2．“報喪，，
長男は家にいて遺体を守るため、親戚、友人に“報喪''をするのは次男の役割である。旧
時、“報喪，'の際に用いられる書面には「○○先生台肩｣、「挽聯鰻1帳，概不領用」（追悼用の
用品を謝絶する）などと書かれていた。俗称“知箪，'といい、現在の“計告,,と変わらない。
母親が死亡した場合、息子はまず母方の祖父母に知らせる。葬儀の段取りは母方の祖父、
または叔父の同意の下に進められる。次に親戚や友人に知らせる。
死者が若い女性の場合、その夫は自ら義理の父親に知らせる。これを“脆門”と呼ぶ。“報
喪”に行く人が途中で、異なる姓の親族友人に会った場合は叩頭し、喪を知らせる。|司じ姓
の親族に会った場合、礼はしなくてよい。
2-3．喫送盤纏，,
“送盤纏,,を行う前には錫箔、黄紙等と、白い紙で貼った“銭搭子,’を用意し、死者の年
齢と同じ数の甘い“餃子,，を作る。
“送盤纏,'の前に親族全員は香を持って棺の前に脆き、錫箔、黄紙を燃やした後、息子の
引率で棺を３周周り、死者に対するそれぞれ自分自身の呼び方で｢○○よ､極楽世界に行き、
神になってください」と叫ぶ。その後、“老執”が“銭搭子”を担ぎ、親族友人を率いて十
字路、或いは“土地廟”へ行く。歩きながら錫箔、黄紙を燃やしたり、甘い餃子とそのスー
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プを撒いたりする。十字路、或いは“土地廟”に到着すると、親族は一斉に脆く゜“老執”
は甘い餃子を－碗、地面に置き、“銭搭子,，を燃やす。その後、死者の同姓の下の輩の親族
は「○○、“銭搭子,,を担ぎに来て下さい」と三回叫ぶ。それらが終わると、親族が拝礼し、
家に戻る。この時、振り返ると魂が家まで付いてくるので、振り向いてはならないとされて
いる。
2-4．“楊幡”
“楊幡,'は、``打幡”とも呼ばれ、幡には何種類かがある。“大幡，'は高さ約３３メートル、
大門の両側に立てる。幡仁は上から下まで、白綾，白い布、または白い紙でできた花が飾ら
れている。－番上には“仙鶴”が立っている。これは「死者が鶴に乗って昇天する」という
ことを意味している。“引魂幡”は、白い紙で、花の穂が付いており、－番上には飾りリボ
ンがついている。この幡は棺の前に立てられ,“送盤纏,,と葬送の際には長男と長孫が担ぐ。
棺が埋葬された後、幡は哀杖と一緒に墓の前に立てる。“五彩櫻子幡'’は、曾孫と玄孫がそ
れぞれ１本ずつ持つ。この種の花幡は華やかに作られ、子孫繁栄を意味する。
2-5．“動樂，,
“動樂，，を行なうかどうかは、事情によって異なる。高齢の人の葬儀の場合（"喜喪”と
いう）や、裕福な家では楽団、劇団を雇う。演奏は、葬儀の日、早朝から始め、埋葬まで行
われる。曲目は《水龍吟》、《到春来》等である。夜の演奏はクライマックスとなり、夕食の
直後に始まる。《柳琴劇》、または《桃子劇》を歌う場合もあり、翌朝の３時，４時までずっ
と演奏する。同じ地域で２軒の葬式がある場合、２つの楽団が互いに演奏を競い合うことも
ある。
2-6．“諮湯',
“熱湯"は"鮎湯”とも呼ばれる。死者の魂が西方の極楽世界に行くための食料を用意し、
あの世でさまよっている魂への賄賂とするためである。“諮湯”は埋葬前、毎日昼と午後に
行なわれる。“老執,,の引率で親族が行列して十字路に行く。先頭は息子と孫で、その後ろ
には桶を担ぐ人が付いて行く。桶には水が入っており、－歩歩くたびに、柄杓で水を地面に
撒く。大きな十字路に来ると、子孫たちは脆き、“老執,，が紙を燃やした後に、拝礼をする。
帰りは振り向かずに、別の道で家に戻る。
2-7．“吊孝，，
“吊孝”は、追悼のために行なわれる儀式で、その段取りは複雑である。
弔問に訪れた客は喪家から離れたところで立ち止まり、音楽が奏でられる中、死者の息子
が迎えに来るのを待つ。これは“接供,，と呼ばれる。息子は２人の人に支えられながら、弔
問客の前で叩頭した後、大門の前まで案内する。
“吊孝”は“老執，,が取り仕切る。弔問の順番は遠い親戚から始まる。死者が女性である
場合、その実家の人が先となる。太鼓を３回たたき、トロンボーンを長く１回鳴らして音楽
が始まり、男'性弔問客が年齢||頂に“露棚，，に入って行く。いくつかの異なる世代の人がいる
場合、何列かの横並びの列を作る。列には年齢順に並び、年配の人が右に、若い人が左にく
る。この順番は乱してはならない。
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